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成
28
年
度
か
ら
全
社
に
お
い
て
運
用
し
て
い
ま

す
。

　
「
令
和
三
年
度 

環
境
報
告
書
」
は
令
和
２
年

度
に
実
施
し
た
環
境
に
対
す
る
取
組
の
状
況
を

お
伝
え
し
、
当
機
構
の
環
境
に
対
す
る
姿
勢
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
取
り
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
、
計
画
的
に
業
務
を

運
営
し
つ
つ
、
環
境
に
対
す
る
取
組
を
一
層
充

実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
利
水
者
の
皆
様

を
は
じ
め
、
国
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
三
年
九
月

独
立
行
政
法
人 

水
資
源
機
構

　
理
事
長
　

か
な
　 

お
　 

　
け
ん
　 

じ

は
じ
め
に

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
人
々
の
生
命
と
生
活
が

脅
か
さ
れ
て
お
り
、
経
済
活
動
へ
も
甚
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
被
害
を
受
け
ら
れ
た

皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
対
策
・
対
応
に
ご
尽
力
さ
れ
て
お
ら

れ
る
皆
様
に
は
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
は
、
７
つ
の
水

系
（
利
根
川
、
荒
川
、
豊
川
、
木
曽
川
、
淀
川
、

吉
野
川
、
筑
後
川
）
に
お
い
て
、
ダ
ム
や
用
水

路
な
ど
の
施
設
を
適
切
に
建
設
・
管
理
す
る
こ

と
に
よ
り
、
国
民
生
活
や
産
業
の
基
盤
で
あ
る

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
と
と
も
に
、
洪
水
な

ど
の
災
害
か
ら
人
々
の
生
命
や
財
産
を
守
る
こ

と
を
使
命
と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
対
処
す
る「
新

し
い
生
活
様
式
」
に
基
づ
い
た
対
応
を
取
り
な

が
ら
、
事
業
の
遂
行
に
万
全
を
期
し
て
い
き
ま

す
。

　
各
地
で
計
画
規
模
を
上
回
る
洪
水
が
頻
発
す

る
昨
今
で
あ
り
ま
す
が
、
令
和
２
年
度
は
九
州

の
球
磨
川
が
大
災
害
を
受
け
た
７
月
の
豪
雨
に

お
い
て
、
愛
知
用
水
の
牧
尾
ダ
ム
が
事
前
放
流

に
よ
り
、
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
利

水
ダ
ム
を
含
め
て
、
事
前
放
流
に
よ
る
洪
水
調

節
機
能
の
強
化
が
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
機
構
の
各
ダ
ム
に
お
い
て
も
取
り

組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
水
資
源
機
構
を
取
り
巻
く
課
題
は
、
洪
水
や

渇
水
の
激
甚
化
に
加
え
、
地
震
等
に
よ
る
大
規

模
災
害
の
発
生
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
多
様

化
、
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
当
機
構
は
、
こ
れ
ま
で
も
水
資
源
債

券
発
行
に
よ
り
調
達
し
た
資
金
を
ダ
ム
及
び
用

水
路
等
の
建
設
事
業
等
に
充
当
す
る
こ
と
で
、

「
安
全
で
良
質
な
水
の
安
定
し
た
供
給
」、「
洪

水
被
害
の
防
止
・
軽
減
」
等
、
国
連
の
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
に
貢
献

し
、
社
会
・
環
境
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
対
す
る
水

資
源
機
構
事
業
の
寄
与
が
、
債
券
市
場
で
認
め

ら
れ
、
令
和
２
年
度
に
、
水
資
源
債
券
の
発
行

に
あ
た
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
債
の
認
証
を
取
得
し

ま
し
た
。

　
当
機
構
で
は
、業
務
を
運
営
す
る
に
あ
た
り
、

環
境
に
配
慮
す
べ
き
基
本
理
念
及
び
基
本
方
針

を
「
環
境
方
針
」
と
し
て
定
め
、
環
境
負
荷
の

低
減
と
良
好
な
環
境
の
保
全
、
創
出
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
取
組
を
計
画
的

か
つ
着
実
に
実
行
す
る
た
め
、
独
自
の
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｗ-

Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
を
平


